
1P63
学校現場における性的マイノリティ生徒
への配慮・支援への意識　－性の多様性
についての公立中学校教員への実態調査
結果より－

田中 成子1、津田 育久子2、藤田 圭以子3、	
森田 富士子4、鬼頭 英明5

1 たなかや助産院
2 津田助産院
3 糸氏クリニック
4 兵庫大学
5 法政大学

【目的】
学校現場における性的マイノリティ児童・生徒へのきめ細
やかな対応についての現状と課題を明らかにすることを目
的とし教員の意識調査を実施した。

【方法】
学校長の承諾を得て助産師が性教育を実施したA市立中学校
において、3年継続し教員を対象に「性の多様性」に関する
自記式アンケート調査を行った。

【結果】
対象校数と有効回答数：（調査対象者は学内にて抽出）
A:2018年度調査：5校（n57）　B:2019年度：9校 （n163）　
C:2020年度：９校 （n177）　2020年度は調査項目を追加し
て実施。1．在籍校での配慮・支援事項について：きめ細やか
な対応の参考例13項目（複数回答可）と「その他」「配慮し
ていない」「わからない」の計16項目。以下、多い順に示
す。A: 2018年度: 1）わからない（n22） 2） 配慮していない

（n14） 3） 髪型/関係書類を教室に置く（n10）5） 制服（n9） 
B: 2019年度: 1）わからない（n53） 2） 制服（ｎ31） 3） 配
慮していない/呼び方（n28）5） 着替え（n22）C:2020年度：
1）呼び方（n56）2）制服（n48）3）わからない（n43） 4） 
着替え（n42）5） 名簿（n31）6） 水着 /トイレ（n30）　8）
修学旅行などの宿泊/健康診断（n29）2.在籍校における支援
体制について（Cのみ）4件法：ⅰ情報共有の仕組み：1） あ
る（n119） 2） わからない（n32） 3） ない（n17）ⅱ 相談す
る場所や教職員の存在：1） ある（n116） 2） わからない

（n48） 3） ない（n12）ⅲ 研修会の開催：1） ある（n133） 
2） わからない（n19） 3） ない（n15）ⅳ手引書の作成：1） 
わからない（n76） 2） ない（n74） 3） ある（n15）

【考察】
本年度は、文科省「きめ細やかな対応の実施等について」
通知発出後、5年目における実態調査となる。「わからない」

「配慮していない」という回答が多かった昨年度までとは異
なり、具体的な配慮・支援項目が上位に確認でき、各学校
での取組が学校教員の意識向上につながってきていること
が伺われた。学内での情報共有の仕組み、相談する場所や
教職員の存在、研修会の開催についても、概ね肯定的な取
組実践が認められた。今後、各学校現場の実情に応じた手
引書の作成等のきめ細やかな対応が具体的な課題であると
示された。

1P64
ダウン症候群の子どもを持つ親が子ども
の就学先を決定する過程

佐々木 真湖1、古川 照美2

1 八戸学院大学
2 青森県立保健大学

【目的】
子育て時期の時代背景が同時代であるダウン症候群の子ど
もを持つ親が子どもの就学先決定までの過程の中で、どのよ
うに就学先を決定したのかを明らかにし、障がい児及びそ
の親への就学支援体制の在り方、障害児支援に示唆を得る
ことを目的とした。

【方法】
母親3名に半構造化インタビューを実施し、カテゴリー化し
た。本研究は倫理委員会の承認を得ている。

【結果】
子どもは7 ～ 8歳、就学先は特別支援学校であった。【就学
を考え始めたが何もわからずどうしたらよいのかわからな
い】状況から【就学に関する情報がないと時間だけ過ぎて
しまい、就学について考えることができない】と思い、【就
学先を決めるために自分自身で行動する必要に迫られ、子
どもの通園施設、障がいのある子どもを持つ母、家族、教
育・福祉関係者から情報を得る】ことをしていた。【世間の
障がいに対する偏見・差別を改めて認識する】体験や【就
学したイメージと期待を持つことで感情が揺れ動く】こと
がありながら、【子どもの成長発達と向き合い、子どもの将
来への不安を抱きつつ、きょうだいのことも考え、就学先を
検討する】ことをしていた。【身近にいる人の支援、特別支
援学校の見学をしたことを肯定的に受け止める】と同時に

【就学先を決めるまでの情報・関わった人への否定的な感
情】を抱き、【年中から年長の夏までに就学先を決めるため
に後押しが欲しい】と後押しを受け決めた就学先決定後は

【ほぼ確実である特別支援学校の就学を予想し案の定その通
りとなったが就学先が決まったことに安堵する】、入学後は

【特別支援学級での勉強の方がよかったのではないか、健常
児との関わりがほしいと思いながらも特別支援学校の就学
に満足している】気持ちを抱いていた。

【考察】
就学支援における窓口の一本化、通園施設や行政のホーム
ページによる情報提供、3歳児健診時の就学ガイダンスの有
用性、子育て時期が近い障がいのある子どもの親と出会う
機会の必要性が示唆された。通園施設や障がいのある子ど
もの親による心理面への支援、支援者の親との良好な関係
構築、質の向上も求められる。子育て世代包括支援セン
ターが、窓口としての役割、各関係機関との連携の中核を
担う一例としての有用性が示唆され、障がいのある子ども
と親に関わる医療従事者の教育支援委員会参加による各関
係者間の連携の可能性、健診後の事後相談体制整備による
継続支援の可能性も考えられた。
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